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日本漢字能力検定 問題抄録
※問題抄録の無断転載・複製を禁じます。

問
題
抄
録

日
本
漢
字
能
力
検
定

平
成
25
年
度
第
3
回（
平
成
26
年
２
月
２
日
実
施
）検
定
問
題
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

出
題
分
野
・
出
題
形
式
・
問
題
数
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
題
番
号
は
実
際
の
検
定
問
題
と
は
異
な
り
ま
す
。

小
学
校
1
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

10 
級

小
学
校
2
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

9 

級

小
学
校
3
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

8 

級

小
学
校
4
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

7 

級

小
学
校
5
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

6 

級

小
学
校
6
年
生

修
了
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

5 

級

問題抄録専用の答案用紙は漢検ホームページからダウンロードできます。
http://www.kanken.or.jp/→「漢検ジャーナル」のバナーをクリック！

1   

う
ま
の  

赤 

ち
ゃ
ん
は  
生 

ま
れ
て

　

  

す
ぐ
に  

力 

を 

ふ
り
し
ぼ
っ
て

　

   

立  

ち  

上 

が
っ
た
。

つ
ぎ
の　
　

せ
ん
の
漢
字
の
よ
み
が
な
を

　
　

せ
ん
の
右
に
か
き
な
さ
い
。

つ
ぎ
の  　
　

せ
ん
の  
か
ん
字
の  

よ
み
が
な
を

　
　

せ
ん
の  

み
ぎ
に  

か
き
な
さ
い
。

３

□1
つ
ぎ
の  

か
ん
字
の  

よ
み
が
な
で  

た
だ
し
い

ほ
う
の  

ば
ん
ご
う
に  

○
を  

つ
け
な
さ
い
。

□2
つ
ぎ
の　

□
の 

な
か
に　
か
ん
字
を　
か
き
な
さ
い
。

□3
1  

□ 

の  

中
で   

□ 

の

　

  

う
し
ろ
に   

□ 

を  

あ
て
て

　

  

と
り
の  

こ
え
を  

き
く
。

1

2

3

1  

□  
□  
の
日  
□ 
日
は
、

　

  

□  

や  

□ 
だ
ち
と

　

  

□ 

き
ゅ
う
を
す
る
。

1    

弟 

が
ぼ
く
の
わ
ら
っ
た 

顔 

を

　

    

画 

用 

紙 

に
か
い
て
く
れ
た
の
で

　

   「
あ
り
が
と
う
。」と 

言 

っ
た
。

（一）

か
ん

13

（一）

1  

雲
の
切
れ
間
か
ら  

太  

陽  

の
光
が
も
れ
る
。

2  

も
う
す
ぐ
野
原
の
雪
も  

消  

え
る
だ
ろ
う
。

3  

教
室
の
つ
く
え
の
中
を  

整  

理  

す
る
。

つ
ぎ
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
が
な
を

　
　

線
の
右
に
書
き
な
さ
い
。

1

２

2

つ
ぎ
の
□
の
中
に
漢
字
を
か
き
な
さ
い
。

（三）

か
ん

1

146

5

3

2

1  

校
し
ゃ
の
二  

□ 

に
あ
る
音
楽
室
の

　

  

ま
ど
か
ら  

□ 

社
の
森
が
見
え
る
。 

つ
ぎ
の
□
の
中
に
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

（三）

1

2

も  

り

て

4

5

1

み  

み

ら  

い

し
ゅ
う

よ  

う

あ  

に

と  

も

や

4

空 

…
…

□

つ
ぎ
の
□
の
中
に
漢
字
を
か
き
な
さ
い
。

（二）

か
ん

く  

も

山 
…
…

□た  

に

む
か
し 

…
…

□い  

ま

夕
日 

…
…

□
日

あ  

さ

12

3

4

か   

い

じ   

ん

（二）
つ
ぎ
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を　

の
中
の
漢
字
と

お
く
り
が
な（
ひ
ら
が
な
）で　
　

の
中
に
書
き
な
さ
い
。

1 　

  　

四
人
で
マ
ッ
ト
を
そ
う
庫
へ
ハ
コ
ブ
。

〈
れ
い
〉　
　

 

オ
オ
キ
イ
花
が
さ
く
。　
　
　
　
大
き
い

大

運

2

2 　

  　

母
が
市
役
所
の
電
話
番
号
を
シ
ラ
ベ
ル
。

調

次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

（一）

1 

朝
日
に
か
が
や
く
樹
氷
を
な
が
め
る
。

2 

意
見
が
活
発
に
出
て
学
級
会
が
延
び
た
。

3 

先
生
に
筆
順
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
た
。

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

1 

け
い
示
板
に
絵
を
画
び
ょ
う
で
留
め
る
。

2 

ま
じ
め
な
態
度
で
人
の
話
を
聞
く
。

3 

冬
景
色
を
題
材
に
し
て
版
画
を
作
る
。

4 

ぼ
く
の
意
見
に
み
ん
な
が
賛
成
し
た
。

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で

答
え
の
ら
ん
に
書
き
な
さ
い
。

1 

庭
の
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
芽
を
ふ
い
た
。

2 

天
気
予
報
が
的
中
し
て
雪
に
な
っ
た
。

3 

こ
た
つ
を
囲
ん
で
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
。

（四）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
て

答
え
の
ら
ん
に
書
き
な
さ
い
。

1 

外
は
ツ
メ
た
い
風
が
ふ
い
て
い
る
。

2 

ピ
ア
ノ
の
発
表
会
で
花
タ
バ
を
も
ら
っ
た
。

3 

コ
ン
パ
ス
で
半
ケ
イ
三
セ
ン
チ
の
円
を
か
く
。

（三）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
て

答
え
の
ら
ん
に
書
き
な
さ
い
。

1 

新
春
の
か
る
た
大
会
に
参
カ
し
た
。

2 

試
合
の
結
カ
は
予
想
ど
お
り
だ
っ
た
。

次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
な
さ
い
。

（四）

1 

富
士
山
は
世
界
の
文
化
イ
サ
ン
に
登
録
さ
れ
た
。

2 

新
幹
線
の
指
定
さ
れ
た
ザ
セ
キ
に
着
く
。

3 

森
の
中
で
き
れ
い
な
イ
ズ
ミ
を
見
つ
け
た
。

（三）
次
の　
　

 

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
な
さ
い
。

1 

新
カ
ン
線
の
ホ
ー
ム
で
列
車
を
待
つ
。

2 

読
書
を
す
る
習
カ
ン
を
つ
け
る
。

（三）
次
の　
　

 

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
な
さ
い
。

1 

父
は
市
役
所
に
ツ
ト
め
て
二
十
年
に
な
る
。

2 

食
後
に
歯
を
み
が
く
よ
う
ツ
ト
め
る
。

（二）
次
の
漢
字
の
読
み
は
、
音
読
み
（
ア
）
で
す
か
、

訓
読
み
（
イ
）
で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

（二）
漢
字
の
読
み
に
は
音
と
訓
が
あ
り
ま
す
。

次
の
熟
語
の
読
み
は　
の
中
の
ど
の
組
み
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
ア
〜
エ
の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

1 

推  

理

2 

口  

紅

ア 

音
と
音　
　

イ 

音
と
訓

ウ 

訓
と
訓　
　

エ 

訓
と
音

（二）
次
の　
　

 

線
の
カ
タ
カ
ナ
を　

の
中
の
漢
字
と

送
り
が
な（
ひ
ら
が
な
）で
書
き
な
さ
い
。

1 　

  

親
し
い
友
人
を
家
に
マ
ネ
ク
。

2 　

  

転
び
か
け
た
弟
を
両
手
で
サ
サ
エ
ル
。

3 　

  

親
類
の
犬
を
し
ば
ら
く
ア
ズ
カ
ル
。

支預

3 

砂  

山

4 

番  

組

（四）
次
の　
　

 

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
な
お
し
な
さ
い
。

1 

遠
足
の
ベ
ン
ト
ウ
を
み
ん
な
で
食
べ
た
。

2 

科
学
者
を
コ
コ
ロ
ザ
し
て
勉
学
に
は
げ
む
。

3 

高
台
に
新
し
い
ジ
ュ
ウ
キ
ョ
を
構
え
る
。

ほ
う

〈
例
〉　

力  

↓

1　

種

2　

特

3　

兆

4　

帯
イ

ち
か
ら

た
ね

と
く

ち
ょ
う

お
び

招

〈
例
〉　
　

ボ
ー
ル
を
ナ
ゲ
ル
。

投
げ
る

投

ふ　

じ

て
き
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中
学
校
在
学
程
度

（
一
部
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
）

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

4 

級

中
学
校
卒
業
程
度

（
一
部
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
）

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

3 

級

高
校
在
学
程
度

（
一
部
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
）

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

準
2
級

大
学
・
一
般
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

準
1
級

大
学
・
一
般
程
度

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

1 

級

高
校
卒
業
・
大
学
・

一
般
程
度

（
一
部
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
）

※
標
準
解
答
は
20
ペ
ー
ジ

2 

級

問題抄録専用の答案用紙は漢検ホームページからダウンロードできます。
http://www.kanken.or.jp/→「漢検ジャーナル」のバナーをクリック！

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1 

写
真
の
粒
子
の
あ
ら
さ
が
目
立
つ
。

2 

人
気
を
一
身
に
集
め
全
盛
を
極
め
た
。

3 

幼
い
こ
ろ
は
腕
白
な
少
年
だ
っ
た
。

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1 

国
道
が
町
の
中
心
部
を
貫
通
し
て
い
る
。

2 

銀
盤
上
の
妙
技
に
詠
嘆
の
声
が
上
が
る
。

3 

粗
悪
品
が
大
量
に
出
回
っ
て
い
た
。

4 

近
所
の
火
事
は
程
な
く
鎮
火
し
た
。

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1 

滋
養
の
あ
る
食
べ
物
を
と
る
。

2 

今
や
閑
却
を
許
さ
な
い
事
態
だ
。

3 

市
民
税
を
滞
納
し
て
督
促
を
受
け
る
。

き
ょ
う
・
け
っ
・
こ
・
じ
ゃ
く

し
ゅ
う
・
せ
ん
・
と
う
・
は
つ

ば
つ
・
ば
ん

（二）
後
の　
　

内
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
し
て　

 

〜 　

に

入
れ
、
四
字
熟
語
を
完
成
せ
よ
。　
　

内
の
ひ
ら
が
な

は
一
度
だ
け
使
い
、
答
案
用
紙
に
一
字
記
入
せ
よ
。

1

4

ア  

時
節　

  

来

イ  　

  

知
徹
底

ウ  

栄　

  

盛
衰

エ  

森
羅　

  

象

（二）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
〜
オ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

海
外
の
同
ホ
ウ
が
協
力
し
合
う
。

よ
う
や
く
模
ホ
ウ
の
域
を
脱
し
た
。

洋
画
も
ホ
ウ
画
も
よ
く
見
る
。

123
（
ア 

奉　

イ 

胞　

ウ 

芳　

エ 

邦　

オ 

倣
）

遠
来
の
客
を
テ
イ
重
に
も
て
な
す
。

長
く
続
い
た
テ
イ
政
が
倒
れ
た
。

辞
書
の
改
テ
イ
版
を
買
っ
た
。

456
（
ア 

帝　

イ 
締　

ウ 

丁　

エ 

訂　

オ 

抵
）

1 

市
の
勧
奨
に
従
い
懐
中
電
灯
や
非
常
食
な

　

 

ど
災
害
時
に
最
低
減
必
要
な
品
を
調
え
る
。

（三）
次
の
各
文
に
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
同
じ
読
み
の
漢
字

が
一
字
あ
る
。
上
に
誤
字
を
、
下
に
正
し
い
漢
字
を
記
せ
。

ア 

抜　

イ 

珍　

ウ 

執　

エ 

秘　

オ 

跡

カ 

認　

キ 

摘　

ク 

趣　

ケ 

紋　

コ 

到

（二）
１
〜
2
の
三
つ
の
□
に
共
通
す
る
漢
字
を
入
れ
て

熟
語
を
作
れ
。
漢
字
は
ア
〜
コ
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

1 

指
□  

・  

波
□  

・  

□
章

2 

奇
□  

・  

遺
□  

・  

□
形

1 

技
術
の
継
承
者
を
イ
ク
セ
イ
す
る
。

2 

里
山
の
カ
ン
キ
ョ
ウ
を
保
全
す
る
。

3 

た
が
い
の
連
絡
を
ミ
ツ
に
す
る
。

4 

力
士
が
キ
ョ
タ
イ
を
ゆ
す
っ
て
歩
く
。

（四）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

1 

道
路
を
カ
ク
チ
ョ
ウ
す
る
工
事
が
始
ま
る
。

2 

時
間
の
ロ
ウ
ヒ
を
戒
め
ら
れ
た
。

3 

事
件
は
意
外
な
マ
ク
ギ
れ
を
迎
え
た
。

4 

職
場
で
一
目
置
か
れ
て
い
る
フ
ル
カ
ブ
だ
。

（三）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

1 

ケ
ン
ジ
ツ
な
守
備
で
勝
利
に
貢
献
し
た
。

2 

家
元
を
代
々
セ
シ
ュ
ウ
し
て
き
た
。

3 

毎
晩
ネ
ド
コ
で
本
を
読
む
。

4 

オ
モ
ム
キ
の
あ
る
庭
に
案
内
さ
れ
た
。

（四）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

1 

オ
ン
故
知
新
の
精
神
で
古
典
を
学
ぶ
。

2 

問
答
無
ヨ
ウ
と
し
か
言
わ
な
か
っ
た
。

（三）
文
中
の
四
字
熟
語
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に

直
せ
。
答
案
用
紙
に
一
字
記
入
せ
よ
。

1

2

3
4

（一）
次
の
傍
線
部
分
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1
〜
2
は
音
読
み
、
3
〜
4
は
訓
読
み
で
あ
る
。

1 

優
渥
な
る
お
言
葉
を
賜
っ
た
。

2 

明
暢
且
つ
雅
馴
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

3 

凧
糸
が
切
れ
た
よ
う
に
帰
っ
て
来
な
い
。

4 

是
は
姑
く
恕
す
べ
し
と
す
。

（一）
次
の
傍
線
部
分
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1
〜
2
は
音
読
み
、
3
〜
4
は
訓
読
み
で
あ
る
。

1 

太
后
の
還
暦
を
賀
し
て
寿
讌
を
催
す
。

2 　

業
の
大
事
に
尽
瘁
す
る
。

3 

檠
を
用
い
て
強
弓
を
調
え
る
。

4 

干
潟
で
蟶
貝
を
採
る
。

（一）
次
の　
　

線
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。

1 

町
内
会
で
観
桜
の
宴
を
催
す
。

2 

座
敷
に
内
裏
び
な
を
飾
る
。

3 

し
と
や
か
な
挙
措
に
心
ひ
か
れ
る
。

4 

大
き
な
釜
で
ご
飯
を
炊
い
た
。

（四）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

1 

精
神
の
ヘ
イ
コ
ウ
を
保
つ
。

2 

子
供
の
頃
、
厳
格
な
父
を
イ
フ
し
て
い
た
。

3 

も
う
手
の
ホ
ド
コ
し
よ
う
が
な
い
。

4 

ナ
マ
け
者
の
節
句
働
き
。

（三）
次
の
傍
線
部
分
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
せ
。

1 

多
様
な
カ
ン
キ
ツ
類
が
出
回
る
。

2 

背
中
に
シ
ッ
シ
ン
が
で
き
て
か
ゆ
い
。

3 

い
き
り
立
つ
部
下
を
ナ
ダ
め
る
。

4 

和
平
の
シ
ョ
コ
ウ
が
射
し
始
め
た
。

5 

自
信
は
モ
ロ
く
も
崩
れ
去
っ
た
。

（二）
次
の
傍
線
部
分
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
せ
。

1 

幼
虫
が
サ
ナ
ギ
の
時
期
を
経
て
成
虫
に
な
る
。

2 

ソ
ウ
ボ
ウ
に
涙
が
光
っ
て
い
た
。

3 

凄
ま
じ
い
ソ
ウ
ボ
ウ
で
睨
み
付
け
る
。

4 

ソ
ウ
ボ
ウ
の
間
に
分
陰
を
偸
ん
で
詩
作
す
る
。

（三）
次
の
四
字
熟
語
の（
1
〜
6
）に
入
る
適
切
な
語
を

左
の　
か
ら
選
び
漢
字
二
字
で
記
せ
。

き
し
・
こ
う
こ
う
・
し
い

し
ゃ
く
き
ん
・
し
ゅ
う
し
ゅ
う

し
ょ
う
け
い
・
し
ん
や
・
ぞ
く
ち
ょ
う

ふ
く
れ
き
・
ろ
う
ほ
う

ア （ 

1 

）鮮
明

イ （ 

2 

）素
餐

ウ （ 

3 

）兼
道

エ 

老
驥（ 

4 

）

オ 

鬼
哭（ 

5 

）

カ 

衆
口（ 

6 

）

あ
く
・
い
・
い
ん
・
か
い

か
ん
・
そ
う
・
ち
ん
・
び
ん

（二）
次
の
各
組
の
二
文
の（　
　

）に
は
共
通
す
る
漢
字
が

入
る
。
そ
の
読
み
を
後
の　
　

か
ら
選
び
、

常
用
漢
字（
一
字
）で
記
せ
。

夕
飯
の（ 

1 

）菜
を
買
っ
て
帰
る
。

国
民
の（ 

1 

）意
に
基
づ
く
。

1 

中
国
で
は
人
件
費
の
急
到
を
背
景
に
、
自

　

 

動
車
の
部
品
溶
接
や
塗
装
に
使
う
産
業
用

　

 

ロ
ボ
ッ
ト
の
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。

（三）
次
の
各
文
に
ま
ち
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る

同
じ
読
み
の
漢
字
が
一
字
あ
る
。

上
に
誤
字
を
、
下
に
正
し
い
漢
字
を
記
せ
。

（二）
次
の　
　

線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
せ
。

1 

一
審
の
判
決
を
不
服
と
し
て
コ
ウ
ソ
し
た
。

2 

胃
液
は
数
種
の
コ
ウ
ソ
を
含
む
。

3 

料
理
の
腕
前
を
ヒ
ロ
ウ
し
た
。

4 

徹
夜
続
き
で
ヒ
ロ
ウ
が
蓄
積
し
た
。

1
（ 

2 

）循
な
態
度
に
腹
を
立
て
る
。

胴
慾
で（ 

2 

）業
な
奴
で
あ
る
。

2
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日本漢字能力検定 問題抄録
※問題抄録の無断転載・複製を禁じます。

標
準
解
答

日
本
漢
字
能
力
検
定

1
級 1

級

準

2
級 2

級

準

3
級

4
級

5
級

6
級

7
級

8
級

10
級

9
級

問題抄録専用の答案用紙は漢検ホームページからダウンロードできます。
http://www.kanken.or.jp/→「漢検ジャーナル」のバナーをクリック！
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